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新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム（HER-SYS）における「パ

スポート番号（旅券番号）」、「現在のステータス」及び「場所区分」の入力徹底につ

いて 

 

HER-SYS への入力については、令和３年３月 26 日付（健Ⅱ575F）、令和３年４月 28

日付（健Ⅱ63F）をもって貴会宛てにご連絡いたしました。 

今般、厚生労働省より、「入国者の健康管理や感染の早期発見・早期対応」及び「地

域の感染状況や感染源のきめ細かい把握・分析と対策への活用」をより一層進めてい

く観点から、各都道府県等衛生主管部（局）宛てに標記の事務連絡がなされましたの

で、ご連絡申し上げます。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、郡市区医師会お

よび関係医療機関に対する情報提供についてご高配のほどお願い申し上げます。 
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事 務 連 絡 

令和３年６月３日 

   都道府県  

各  保健所設置市   衛生主管部（局） 御中 

   特 別 区  

 

厚生労働省新型コロナウイルス感染症 

対策推進本部 

 

 

新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム（HER-SYS）に 

おける「パスポート番号（旅券番号）」、「現在のステータス」及び「場所 

区分」の入力徹底について（依頼） 

 

 

HER-SYSへの入力については、平素より格別の御理解・御協力を賜り、厚く御礼申し上

げます。 

入国者の健康管理や感染の早期発見・早期対応の徹底の観点から、現在、入国後に陽

性等が確認された方について、HER-SYS上でパスポート番号（旅券番号）を入力いただい

ておりますが、日本人入国者のパスポート番号（旅券番号）入力が必ずしも十分に行わ

れていない現状があること等から、これらの対応により一層の万全を期すため、入国後

に陽性等が確認された「入国者（帰国者）全員」について、HER-SYS上でパスポート番号

（旅券番号）を入力していただくよう、その徹底を改めてお願いいたします。 

併せて、HER-SYSに入力されている情報は、地域の感染状況や感染源をよりきめ細かく

把握・分析し、今後の対策に活用していく上でも極めて重要です。この間、「現在のス

テータス」や「場所区分」の入力徹底をお願いしてきましたが、その徹底を改めてお願

いいたします。 

これらの具体的な取扱いについては下記のとおりですので、御了知の上、格別の御協

力を賜りますようお願いいたします。 

 

 

記 

 

 

１．HER-SYSにおけるパスポート番号（旅券番号）の入力について 

（１）入力の趣旨 

  ○ 現在、入国時の検査では陰性であったものの、入国後２８日以内に陽性等が判

明し、感染症法第１２条第１項の規定に基づく発生届が提出された方について、
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パスポート番号（旅券番号）を入力いただいておりますが、例えば、日本人入国

者のパスポート番号（旅券番号）入力が必ずしも十分に行われていない等の現状

があります。 

 

  ○ 従って、入国者の健康管理や感染の早期発見・早期対応の徹底の観点から、入

国時の検査では陰性であったものの、入国後２８日以内に陽性等が判明し、感染

症法第１２条第１項の規定に基づく発生届が提出された「入国者（帰国者）全員」

について、パスポート番号（旅券番号）の入力を徹底していただきますよう、改

めてお願いします。 

 

（２）具体的な入力手順 

  ○ HER-SYSへの具体的な入力手順のポイントは、以下のとおりです。 

 

  【入力手順のポイント】 

① 対象となる入国者（帰国者）について、HER-SYS上の「発生届タブ」において

「入国日欄」を確認し、「診断年月日」が入国日から起算して２８日以内である

かどうかを確認して下さい。 

② ①による確認の結果、「診断年月日」が入国日から起算して２８日以内であっ

た場合には、当該入国者（帰国者）への連絡の際に、パスポート番号（旅券番号）

も聴取した上で、HER-SYSの「発生届タブ」の画面下にある「パスポート番号（旅

券番号）」欄への入力（半角）をお願いします。 

 

  【HER-SYS上の画面イメージ】 

 

 

 

２．HER-SYSにおける「現在のステータス」及び「場所区分」の入力徹底について 

○ 変異株を含む新型コロナウイルス感染症の発生状況を把握し、いち早く対策に繋

げるためには、転帰情報を適時適切に把握するともに、地域の感染状況や感染源を

よりきめ細かく把握・分析していくことが必要です。 

 



3 

○ そのため、既に発出済の事務連絡（※）でお願いしているところですが、 

① 陽性者の転帰情報を適時適切に把握するため、HER-SYS 上の「現在のステータ

ス」への入力を徹底いただきますよう、改めてお願い申し上げます。 

とりわけ、陽性者が死亡した場合には、「現在のステータス」を「死亡」とした

上で、死亡日付と死亡場所を入力する取扱いを徹底してください。 

 

② また、HER-SYSへの入力時に感染源となる場所が把握できている場合には、発生

届の「感染原因・感染経路・感染地域」の「場所区分」欄から、該当する場所を選

択することを徹底してください。 

併せて、具体的な場所名称まで把握できている場合には、その名称を「場所名称」

欄に記入してください。 

なお、感染源となる場所が把握できていない場合には、未入力のままとせず、「場

所種別不明」を選択してください。 

 

 

  【HER-SYS上の画面イメージ】 

 

  （現在のステータス） 
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  （場所区分） 

 

 
 

○ これらの情報は、「新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリー・ボード」の資

料としても活用しており、サーベイランス上も重要な情報でありますので、御理解・

御協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 （※） 

・ 新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム（HER-SYS）における

「現在のステータス」情報の入力徹底について（依頼）（令和３年３月２２日付け

厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部事務連絡）等 

・ 新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム（HER-SYS）の「発生

届」における「施設等区分」の入力徹底について（依頼）（令和３年４月１２日付

け厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部事務連絡） 

 

 

 

 

 

 

（担当） 

厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部 保健班 

電話：０３（５２５３）１１１１（内線８０８２／８０８３） 


